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「結婚、出産、子育てに関する県民意識調査」の結果について 

 

１ 調査の目的 

県内における結婚や妊娠・出産、子育てに関する現状や意識などを収集・分析し、「岡山

いきいき子どもプラン 2025（仮称）」の策定の基礎資料とする。また、市町村別に県民意識を

見える化することにより、県及び市町村が施策の検証等を行うための基礎資料とする。 

 

２ 調査要領 

項目 第一群調査 第二群調査 第三群調査 

①調査名称 結婚、出産、子育てに関する県

民意識調査 

子育てに関する県民意識調査（子

どものいる世帯調査） 

結婚、出産、子育てに関する高

校生意識調査 

②対象 20 歳から 49 歳までの男女 小学校３年生までの保護者 高校２年生及び３年生 

③調査期間 2023 年９月 30 日～10 月 24 日 2023 年 10 月 20 日～11 月 13 日 2023 年 11 月６日～11 月 27 日 

④対象数 56,837 人 17,479 世帯 18,463 人 

⑤回収数等 回収数 14,333 人（25.2％） 回収数 6,425 世帯（36.8％） 回収数 9,706 人（52.6％） 

⑥主な調査

内容 

・結婚意欲、結婚の見通し 

・理想の子ども数 

・現実に持てると思う子ども数 

・ワーク・ライフ・バランス 

・女性のライフコースの理想 

・結婚観、家族観、子ども観等 

・子育ての幸福感、負担感、不安感 

・理想の子ども数 

・現実に持てると思う子ども数 

・子育て経験が希望子ども数に与

える影響 

・子育ての経済的負担等 

・結婚意欲、結婚の見通し 

・理想の子ども数 

・現実に持てると思う子ども数 

・ワーク・ライフ・バランス 

・女性のライフコースの理想 

・結婚観、家族観、子ども観等 

 

 

３ 主な調査結果 

（１）結婚について 

①結婚の希望 

・ 男女とも８割以上が結婚の希望・意欲あり。 
 

 

 結婚についての考え（第一群調査・未婚者）  
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②結婚の希望が実現できない理由 

・ 「結婚できそうにない」とする未婚者は、男女ともに３割を超える。 

・ その理由として「相手と出会いそうにない」が最も大きい。 

 

結婚の見通し（第一群調査・未婚者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

「理想の年齢よりも遅くなりそう（もっと早く結婚したかった）」 

「結婚できそうにない（と思っていた）」 
「結婚するつもりはない（なかった）」と思う理由（第一群調査・複数回答） 
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（２）出産について 

①希望子ども数と予想子ども数の算出 

・ 「希望子ども数」は 2.06 人。「予想子ども数」は 1.74 人 で、「希望子ども数」との差は

0.32 人。 

※「希望出生率」は 1.86 

希望子ども数の算出（第一群調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

予想子ども数の算出（第一群調査） 
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②希望する子ども数が実現できない理由 

・ 子育てにかかる費用や所得、雇用といった経済問題が大きな支障。 

・ 妊娠・出産・子育ての肉体的・精神的な負担も大きな理由となっている。 

 

持てると思う子ども数が希望する子ども数より少ないと回答している者の理由 

（第一群調査・複数回答） 
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（３）仕事と結婚・子育てとの両立 

①ワーク・ライフ・バランスの理想と現実 

・ 「仕事も家庭も両立したい」は、男女とも７割以上。 

・ 現実は、３割以上の男性が「仕事」を優先、女性は３割以上が「家庭生活」を優先。 

 
仕事と家庭生活（子育てを含む）における優先度の理想（第一群調査） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

仕事と家庭生活（子育てを含む）における優先度の現実（第一群調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

②男女の育児休業の取得率 

・ 取得率は夫 16％、妻 86％。夫の６７％は「取得するつもりがなかった」と回答。 

 

子育て世帯の育児休業の取得状況（第二群調査・雇用者） 
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第２子（第３子）を持ちたいという希望につながった（つながっている）
どちらかと言えば、第２子（第３子）を持ちたいという希望につながった（つながっている）
どちらかと言えば、もう子どもは欲しくないという気持ちになった
もう子どもは欲しくないという気持ちになった
もともと第２子（第３子）を持つという希望はなかった（ない）
影響はなかった（ない）

（４）子育て世帯の幸福感と子ども数 

・ 子育ての負担感と比較しても「楽しい、よかった」と感じている人は９割を超える。 
・ ７７％が子育ての幸福感が第２子を持ちたいという希望につながったと回答。 

 

子育ての幸福感と負担感（第二群調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て世帯の幸福感と希望する子ども数（第二群調査） 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 
 

 

第１子（第２子）の子育て経験の第２子（第３子）の希望への影響（第二群調査） 
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いつも、楽しい、よかったと思う
楽しい、よかったと思うときの方が多い
どちらかと言えば、楽しい、よかったと思うときの方が多い
どちらかと言えば、つらい、負担だと思うときの方が多い
つらい、負担だと思うときの方が多い
いつも、つらい、負担だと思う
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